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待ちに待った治験が始まりました。世界初の加速器中性子による

BNCTの治験が終に始まったのです。最初のBNCTから38年、臨床研

究の再開から22年、実験所における営々 たる研究の蓄積が、今、世界

初の治験として結実したのです。BNCTtζ係る基礎と臨床研究の責を

負う者として、感慨、ひとしお深いものが在ります。乙乙に、乙れまでの

研究を回顧しつつ、現状と将来を概観します。

BNCTは中性子とホウ素を利用した放射線（粒子線）治療の種で

す。陽子と共に原子核を構成する中性子は電荷を持たず電気的に中

性なので中性子と呼ばれています。その為、正の電荷を持った原子

核に潜り込み易い、原子核の側からすれば捕獲し易い粒子です。特

にエネルギーの低い熱中性子は捕獲されやすい性質を持っていま

す。BNCTで使うホウ素原子核の場合は中性子を捕獲すると、直ちに

G粒子とU原子核に分裂します。乙れら分裂粒子が飛ぶ距離は一般

的細胞の直径よりも短いので、反応ががん細胞で起乙るとがん細胞

のみを壊します。がん細胞に選択的に良く取り込まれるホウ素化合

物を与えた後に、がんに中性子を照射すると、がんが選択的に壊れ

て副作用の殆ど無い治療が実現します。とれがBNσの原理です。

我が国の臨床BNCTの晴矢は1968年のそれですが、1974年の実

験所初の試みは成功とは言えませんでした。医師団と実験所員の関

係も今ほと、ではなかったと聴いています。こうした事情で臨床研究

の休止は1990年まで続きました。学際的研究における指導者の要

件、研究集団の有り様に多くの教訓を残しましたが、16年に及ぶ休

止は大きな負の遺産ともなりました。

1990年、臨床研究の再開は武蔵工大（現東京都市大学）炉の運転

不能事態によってもたらされました。私は再聞から研究に関わりまし

たが、医学部から異動の1991年秋からは研究の責任者となりまし

た。当時、BN仁T研究は必ずしも歓迎されていませんでした。炉の停

止と再起動を要するBNσは連続したビム利用が必要な研究者に

は不都合だったためです。欧米は既に熱外中性子利用の直前で、熱

中性子に特化した重水設備は世界の趨勢に遅れた設備でもあり、熱

外中性子と連続運転中の臨床利用を可能とする改造が待望されて

いました。その時、困難と知りつつも文科省に要求していた改造費

熱外中性子利用が照射方法を変えた

が、1995年度の補正予算で充当されました。重水設備での実験中に

電話連絡を頂き、その時の感激は今なお記憶に鮮明です。改造なく

してその後の発展は在りませんでした。しかし、改造設備の性能は目

標の1/3に止まり、その後、ガンマ線の増加を容認して調整を指示、

何とか2/3まで上昇しました。性能が目標に届いていたなら、4～5年
は早く研究が進んだでしょう。反面、弱点、克服の苦悩から今に活きる

種々のアイデア・技術も生まれました。腫蕩の珊素濃度の上昇をも

意図した棚素薬剤の二剤併用、中性子分布を改善する術後死腔髄

液の非侵襲的空気置換や照射野中央部の遮蔽、IVRによる選択的動

注やホウ素薬剤の肝腫虜への選択的閉じ込め等、がそれです。

2001年12月に行った再発耳下腺癌のBNσの成功は研究に大き

な飛躍をもたらしました。適否審査の申請を情諾する程の巨大な腫

蕩で、顔面皮膚が広く破壊された症例でしたが、幸いにも「先ず目標

量の50%を照射、安全性と効果を確認した後に、残りの50%を照射

のとと」の条件付で許可されました。理論に違わず、軽度皮膚反応の

外に有害事象なく腫蕩は略完全に縮退しました。再発頭頚部がんに

対する世界初のBNCTの成功です。翌年の国際学会での本症例の発

表は欧州における頭頚部がんBNCTの開始の契機ともなり、KURで

も刺激されたように様々ながんのBN汀件数が急増、2005年度には

86件に達しました。頭頚部がんでの珊素薬剤の選択的動注投与、悪

性髄膜腫、多発肝臓がん、悪性胸膜中皮腫、肺癌、直腸がん局所再

発、四肢の肉腫のBNCT等、研究に参画するグルプの増加もあり、

研究は大きく飛躍しました。

かかる研究の進展を予期し加速器中性子源の開発プロジ、工ク卜を

開始したのは2003年でした。住友重機械工業との共同開発になる

加速器中性子源は、2008年末に実験所に設置され、陽子電流の漸

増を経て2009年夏、ビムの物理特性試験、ステラファマとの共

同による生物特性試験へと進みました。乙れら結果に基づき本年春

には再発悪性神経鯵腫を対象とする治験申請を行い、との10月、終

に治験開始となったのです。BNσはがん種毎の治験を必要とし、広

い適応承認には長い時閣を要します。今後、再発頭頚部がん、悪性

胸膜中皮腫などの肺癌の治験に向けた準備も進めねばならないで

しよう。世界の研究者が注視する今回の治

験の成否はBNCTの将来に重大なる影響を

与えます。我々 は尚 層、奮励努力しなけれ

ばなりません。

原子炉実験所でのBNσ研究の発展に寄与

した要素の第1は、研究に責任を負う研究

分野の存在です。更に言えば、BNCl研究の

中性子エネルギーのやや高い鼎外中性子の剃用によって照射時に手術で腫癌を露出古せて照射する術中照射t上段）から、照射
時手術の不要な外照射（下創へと宜わった。 BNCTの歴史を変えた再発耳下腺癌のBNCTの成功



全てを博観できる放射線腫蕩

学の専門家をそζに集めたと

とでしょう。それにより放射線

科、脳外科、耳鼻咽喉科、皮膚

科、外科等々の臨床医から、生

物学者、医学物理学者、化学者

等に到る多くの関連研究者を

糾合できました。第2は、研究

用の中性子源（原子炉）の存在

です。大学などの研究者に広く

門戸を聞いた利便性の高い全国共同利用の設備無くして今日の発

展が無かったのは明白で、す。第3は、特に2000年以降、BNCT研究が

所内各分野・部門の研究者、技術職員、事務職員の方々の広い支持

を得て、強力に支えて頂いた乙とです。第4は、地元住民と自治体、特

に熊取町や大阪府の方々の強い支援です。そして第5は共同研究企

業の住友重機械工業およびホウ素10を高純度に濃縮できる今や世

界唯一で在阪企業でもあるステラケミファ（ファーマ）の努力です。

我々は研究炉に加え、臨床専用の新たな中性子源を実現しまし

た。上記の5要素が維持される限り、我が国の、そして、亦世界に冠た

るBNCT研究のセンヲーとしての原子炉実験所の地位が揺らぐとと

は無いと確信しています。引き続きのご支援をお願いする次第です。
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世界初のBNCT用サイク口卜口ンと中性子照射システム

熊取アトムサイエンスパーク構想
講演会「BNCTの夜明け」
放射線医学物理学研究分野・田中浩基助教

平成24年11月10日に熊取町町民会館ホールで、熊取アトム

サイエンスjTーク構想講演会「BNCTの夜明け」が、熊取町・大

阪府・京都大学の主催、文部科学省・近畿経済産業局の後援

で開催されました。本実験所で研究が進められているBN仁T

の、世界初の加速器による治験が始まったととを報告するた

めに開催され、約300人の参加者が来場されました。

開会にあたり、長安国土交通副大臣・衆議院議員、松本文部

科学副大臣・衆議院議員をはじめ、ご来賓の方々から祝辞を頂

きました。長安国土交通副大臣からは京都大学原子炉実験所

が、がん医療の拠点となるととを期待しており、地元議員として

応援していくと、松本文部科学副大臣からは原子力の安全に

貢献する人材の育成を支援していくとのお言葉を頂きました。

講演会第1部では本実験所の田中浩基助教から放射線の基

礎、BNCTの詳細な原理、BNCTと他の放射線治療との比較に

ついてなど、BNσに関する基礎的な内容について講演があり

ました。第2部では本実験所の小野公二教授から、京都大学研

究用原子炉を用いたBNσのこれまでの臨床研究の成果につ

設置古れたイノベーションリサーチラボトラリ

究の発展に欠かせなかった要因の一つであり、これからも継

続したご支援を頂けるようお願いがありました。

会場の参加者からはBNCTで使用されている薬剤やBNCTに

関する基礎的な内容の質問、治験における当局とのやり取り

に関する専門的な質問などがあり、活発な質疑応答が行われ

ました。BNσに対する関心が一般の方々に拡がってきている

と思いました。

熊取町において世界で初めての加速器によるBNCTの治験

が始まり、BNCTのさらなる医療展開への期待感が高まってい

るのを講演会終了時の拍手の大きさから感じ取れました。乙の

期待感に応えられるように、より一層の努力を継続していく必

要があるととを痛感しました。
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原子力基礎工学研究部門放射性廃棄物安全管理工学研究分野・福谷哲准教授

セシウムー137(137Cs）、セシウムー134(134(5）やス

卜口ンチウム 90（叩Sr）など、東京電力の原子力発

電所事故で、すっかり有名になってしまった放射性

核種ですが、今回の事故以前にも日本の環境中

には諸外国の核実験やチ工ルノブ、イリ原発事故

由来の放射性核種が存在していて、私たちの研究

グループでは従来そういった放射性核種の挙動を研究してきまし

た。また放射性核種だけでなく、製錬工場や都市ごみ焼却施設など

から環境中に負荷された微量元素などの挙動も対象としています。

それらの濃度を放射線計測法、質量分析法や原子炉実験所の研究

炉（KUR）を用いた放射化分析法などの手法で測定し、対象物の実環

境中での濃度分布や移行を評価したり、実験室内で模擬的な環境を

設定して対象元素を添加しその挙動を詳しく観察したりして、人為的

に環境中に負荷された元素がどのような振る舞いをするのか解明す

る研究を行ってしますo

近年は質量分析機器の性能が向上し、安定（放射性ではなく崩壊

しない、という意味で安定）同位体核種を質量数で精度良く分離・検

出するととが比較的簡単に行えるようになってきました。例えばスト

ロンチウムには質量数が84,86,87,88のそれぞ、れ制Sr,86Sr,87Sr，曲Srと

いう安定同位体核種が存在していますが、質量分析機器ではa•sr,

師Sr,87Sr，由討を磁場と電場の作用で分離して、個別に計測することで

その存在割合（同位体比）を導出するととが出来ます。それぞれの元

素の同位体比は地球上でほぼ同じですが、精密に測定するとわずか

に異なっているζとが分かります。精密に精度良く測定された同位体

｜中性子を利用しM ウム伶番電池に問研究 ｜ 

粒子線基礎物性研究部門中性子材料科学研究分野・森一広；量教授

中性子は、物質中の原子の配列や運動の様子

を見る乙とができるため、物質科学の研究において

大変貴重な測定プローブの1つです。特に、水素

(H）やリチウム（Li）といった軽元素に対して良好な

感度を示すため、最近ではリチウムイオン蓄電池

や水素貯蔵材料のようなクリーンエネルギー材料

の研究にも多く利用されています。

乙乙で、中性子を利用したリチウムイオン蓄電池研究の一例につい

てご紹介致します。従来のリチウムイオン蓄電池では、主に有機電解液

を使用しており、液漏れや発火等の危険性がありました。また、自動車

搭載用蓄電池については高出力化が求められており、電解質材料の抜

本的な開発が必要とされています。その解決方法の1つとして、有機電

解液に替わって無機固体物質（固体電解質）を利用する方法が考えら

れており、固体中でリチウムイオンが高速に稼働できる材料（リチウム

イオン伝導体と呼ばれています）の探索やリチウムイオンの伝導メカ

ニズムを明らかにする乙とが重要な研究テ マとなっています。そ乙

で、私が所属している中性子材料科学研究分野（福永俊晴教授研究
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比は汚染元素の発生源を特定するのに強力な武器になると考えら

れ、適用可能な元素の選定、その最適な測定方法の開発に努めてい

ます。例に挙げたストロンチウムの同位体分析は地質学や考古学の

分野でよく行われていますが、四Srを含めた同位体比を導出した例

はありません。乙れは叩Srの存在量が安定ストロンチウム同位体の存

在量に比べて、まさに桁違いに少なく、質量分析機器では検出すると

とが難しいからです。現在私たちの研究グループでは原発事故問題

に関連して、間Srを含めたストロンチウムの同位体比を導出しようと

日夜チャレンジ、しています。

sssr 
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表面電離型質量分析装置で測定したストロンチウム同位体

室）では、新規固体電解質の探索を行うと共に、中性子やX線を利用し

てリチウムを含む原子の配列について詳細に調べ（図を参照）、原子レ

ベル（サブナノ～ナノスケ ル）の視点からリチウムイオン伝導メカニ

ズムを解明する研究に日々 取り組んでいます。近い将来、高品質で安

全な蓄電池を普及させるためにも、乙のような中性子を利用した材料

研究が欠かせません。との他にも、セメント材料や水素吸蔵材料など、

様々 な実用材料に注目して中性子材料科学の研究を推進しています。
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リチウムイオン蓄電池



京都大学原子炉実験所では、地元自治体（熊取町、泉佐野市、貝塚市）の

協力を得て、平成24年10月13日（土）に「アトムサイエンスフェア講演会

2012」を熊取町の「煉瓦館」で開催しました。

とのイベン卜は、地域住民の方々 に研究成果などの情報を広く発信し理

解を深めていただくととを目的に、平成17年度から、毎年テーマを変え実

施しているものです。

当日は、原子炉実験所の谷垣実助教に「GPS連動型放射線計測システム

KURAMAの開発と運用～地域を見守る「目」～」、そして、首都大学東京大

学院理工学研究科の海老原充教授に「宇宙からのお土産uはやぶ古探査機

が持ち帰った微粒子nの分析・何が分かったか7」と題した講演を行ってい

ただきました。

講演後には活発な質疑が行われ、盛会のうちに終了しました。

京都大学原子炉実験所では、平成24年10月21日（日）に第11回「アトム

サイエンスフェア実験教室2012」を開催しました。

とのアトムサイエンスフェア実験教室は、小学生・中学生を対象とした実

験教室で、平成14年に開始以来、好評を博しております。実験教室では、例

年通り、2つの実験コナと6つの体験コ ナを設け、今回からス亨ン

プラリ 方式により、参加者が各コナを順次体験し、楽しんでもらえる

ようにしました。

当日は、52名の子供達（保護者を合わせると96名）の参加がありました。

小学生を中心とする参加者はそれぞれのコーナーで目を輝かせて実験に

取り組み、驚きの体験をして歓声を上げ、また、熱心に質問し、未来の科学

者を彼徳させる姿も見受けられました。

最後に実行委員長から参加者に「アトムサイエンス博士」の称号が授与

され、参加者は恥じらいながらも嬉しそうに修了証を受け取っていました。

終わりに、乙のフェアの開催にあたっては熊取町、泉佐野市及び貝塚市

の各教育委員会にご協力をいただき、大盛況のうちに終えるととができま

した。厚く御礼申し上げます。今回の実験教室を通して科学，亡関心を持つ

方が青年層を中心に少しでも増えれば、乙の上ない喜ひで、す。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
ASK WORLDレポート

熊取滞在記
放射線生命科学研究部門放射線機能生化学研究分野（藤井研究室）
Srinivasagan Ramkumarさん（日本語訳：同研究室縛士後期課程2年綾上弘明さん）

Konichiha, I am Srinivasagan Ramkumar from INDIA, Doctoral student of Dr. 乙んにちは！私はインドから来ましたスリニバサガン・ラムクマールです。

K. Anbarasu in Depa同mentof Marine Biotechnolog弘 Bha悶1thidasan ＂，ミルナードゥ州テイルチラッパ 1）ィにあるバハラティダッサン大学海洋生

Unive同社y,Tiruchirappalli，百milNadu. It a great oppo同unityto work with Dr. 物工学専攻でクマラサミー・アンバラス先生の指導を受けている博士課程

Noriko Fujii laboratory under DST.JSPS program. As part of collaboration の学生です。Departmentof Science and Technology (DST：インド科学技

work I was engaged as a member in the lndo-JSPS project and b齢制onmy 術省）ーJapanSociety for the Promotion of Science (JSPS：日本学術振興会）

r田earchguide request DιNoriko Fujii was very kind enough to permit me to の二国間交流事業で藤井紀子先生の研究室と 緒に研究できるととは、私

workfo『sixmonth at Research Reactor In剖itute,Kyoto Uni崎市ity,Japan. I には願ってもないチャンスでした。藤井紀子先生は、私が二国間交流事業の

am very grateful to Dr. Noriko Fujii for extending her boundless kind, love and メンI＼ーとして6ヶ月間、京都大学原子炉実験所で共同研究する事を快く引

help during my stay. Life at Kumatori was田 touchingthat never let me feel き受けてくださったのです。日本での滞在期間中、愛情のともったたくさんの

that I am away from my home town. I was exposed to many 阿国ntadvanced もてなしゃ支援をして頂き藤井先生には心から感謝しています。熊取で過ご

techniques in protein b旧chemistrywith the help of my friends in Prof. Fuj” した日々 は非常に思い出深く、とても楽しいものでした。また、誰もがとても
・laboratory. I was taken up by Japanese people’s kindness over the 親切で、協力的だったので、故郷から遠く離れている気がしませんでした。
foreigners as well as their politeness. Celebration with my laboratory 藤井研究室のメンバである友人の助けを借りて、ヲンパク質生化学に

colleagues was very enjoyable and memorable moments deeply imprinted in 関する多くの最先端の技術に触れました。みなとても親切であたたかく私に

the core of my hea礼lvisited lot of cities like O詞ka,Kyoto, Nara and Tokyo. 接してくれました。研究室のメンバーとは何度もパーティ をしました。それ

Especially in Tokyo I was amazed to view the sculptures and other は楽しい時間で、心の奥深く刻まれています。東京、大阪、京都、奈良などの

monuments in the mu田umwhich made me much aware of the ancient days 都市にも行きました。特に江戸東京博物館では、歴史的な彫刻や建造物を

culture of Japanese peoples. Overall, I was very impre田edby the Japanese 見て驚念日本の昔の文化を知ることができました。日本人やそのしぐさがと

P田pieand their gesture, I am very much thankful to my guide ても印象的でした。絶好の機会を与えてくれたアンバラス先生および藤井紀

Dr.K.Anbarasu and Dr. Noriko Fujii for providing me the golden opportun郎 子先生にとても感謝しています。
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原子炉実験所図書室（総務課図書掛）
中塚弘人さんに聞く
Ql：原子炉実験所に来られたいきさつを教えてください。

平成14年に京都大学図書系職員として採用されました後、学内の

図書館（室）にて勤務しています。数年毎に異動があり、との4月に、当

所に配属となりました。

Q2：原子炉実験所図書室について教えてください。

蔵書構成は、図書資料が約5万5千冊、雑誌資料は1053'.9イトルを

備えています。その内、洋書は約3万7千冊、洋雑誌が862'.9イ卜ルと、

大部分を占めています。当所で行われている研究・教育に関連する

専門資料を、多分野に渡り収集しています。主な利用者は、当所員な

のですが、その他にも所内施設の利用のため来所される全国の研

究者の利用もございます。

Q3：原子炉実験所の図書室というととで、京都大学内の他の図書館

（室）との違いはありますか。

京都大学には50以上の図書館・図書室があります。各研究科や研

究所の運営方針に沿って、それぞ、れが独自の蔵書を構築しています。

当所図書室の特色は、やはり原子力関連の資料が多く備わってい

るととです。特に力を入れて収集しているのは国際原子力機関

(IAEA）が刊行しているレポー卜類で、年間50冊程度刊行されるほぼ

全点を購入しています。他にも、日本原子力学会等の学会誌、各大

学・研究所が刊行している紀要・テクニカルレポート類、法令・白書・

年鑑等、専門的な学術資料を揃えて利用に供しています。

当所図書室に所蔵していない資料については、学内の図書館（室）

から信用・複写取り寄せが可能です。図書館聞で、お互いに補いあっ

てサ ビスの拡充に努めています。また、学内に蔵書がない場合は、

圏内・圏外の図書館から必要な資料を入手し、提供しています。

Q4：趣味はなんで・すかフ

古本市めぐりでしょうか。大阪実満宮や四天王寺で開催される吉

本市には、かかさず足を運んでいます。また近年では、個人でも海外

の図書館から文献をコピーで手に入れることができるようになりは

じめておりまして、文献収集も趣味といえるかもしれません。

中壇弘ム｛なかっかひろと）
昭和48年7月31日生れ
出身地岡山県倉敷市
平成14年4月京都大学情報宇研究科図書室に採用
平成17年1月同教育学部図書室
平成21年4月同人間・環壇宇研究科・総合人間宇都図書館
平成24年4月現臓

イ今泉~－ 蟻都g1学康幸［伊実犠所＠払たち
京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻
粒子線基礎物性研究部門中性子応用光学研究分野
川端研・小田達郎さんに聞く
Ql：原子炉実験所での学生生活はいかがですか。

私は専ら中性子ビームを使う研究室を希望しましたので、研究用

原子炉（KUR）がある原子炉実験所に2010年10月に来ました。やはり

所属する研究所に原子炉があるというととは大変恵まれたととで、有

効に使わせてもらっています．普段は研究棟の居室と実験室とを行つ

を建設中です。

Q3：将来目指していることを教えてください。

原子レベルの小さな世界では、我々の日常生活の常識とは相容れ

ない不思議な物理現象が起乙ります。現在研究している中性子共鳴

スピンエコー法もそのような物理現象に従って振る舞う中性子を巧

みに利用しているのですが、自分でもとのようなMうまい”使い方を考

え出して、今まで誰も見たととのなかったものを見られるようにする

観測手法やそのための装置を作りたいと思っています。また、原子か

たり来たりしているのですが、他の学生さんと会う機会が少なくなっ らエネルギや量子ビムを取り出して利用することには、その安

てしまっているので、何とかしたいと思っています。実験はKURだけ 全性や廃棄物などの来だ解決の難しい問題があると認識しています

でなく、茨城県東海村の研究用原子炉や加速器中性子源、あるいは が＼中性子を使ってそれらの解決に対して何らかの貢献がで、きると

フランスにある研究所の原子炉を使うとともあります。実験の他にも よいなと考えています。

学会などで圏内・海外の色々 な所へ行かせていただいています。 Q4：趣味は何ですか。

Q2：現在の研究テーマを易しく教えてください。 最近は趣味らしいことは何も

研究テーマは、中性子ビームを使って物質の構造や動的性質を調 できていないのですが、出張で

べる実験手法の研究やそのための分析装置（分光器）の開発です。 行った知らない街を歩いて見て

中性子や光を工夫して使うと、直接目では見えない原子や分子の大 回るのは好きです。

きさの世界についての情報を目で見るよりも正確に知る乙とができ

ます。現在私は、貴重な中性子ビムを効率よく利用するための実

験機器の開発や、中性子のもつスピンを利用して、物質を構成する

原子・分子のゆっくりとした運動を観測する「中性子スピンエコー」と

呼ばれる分光手法の研究開発を行っています。また、研究室の大き

なプロジ、工ク卜として、茨城県東海村にあるJ-PARCの加速器中性子

源に新しい共鳴スピンヱコ 装置とそのための中性子ビムライン
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共同利用研に勤務して
原子力基礎工学研究部門
照射材料工学研究分野・義家敏正教授

の仕事である。

原子炉実験所に赴任してからも大洗に加えて、金属材料研究所仙

台、九州大学応用力学研究所、日本原子力研究開発機構、東京大学、

京都大学工学研究科付属量子理工学教育研究センターなどで実験

をさせてもらってきた。共同利用の利点は希望の装置を使用出来る

原子炉実験所は共同利用研究所であり、現在は共同利用・共同研 だけでなく、現地の研究者と親しく付き合う乙とができることである。

究拠点である。毎年150グループ以上の共同利用研究者が来所して 彼らの研究に臨む姿勢から多くの乙とを学ぶ乙とができた。

いる。私も他大学の共同利用では長い間お世話になってきた。定年 さて原子炉実験所に在任してお年、来所する多くの共同利用研究

も近づき昔を思い出してみた。 者と付き合ってきたが、彼らの役に立ってきたかどうかは明らかでな

最初に赴任した長崎大学教養部には、使える装置が殆どなく、共 い。年に何回か来所しているのに5年以上実験所の仕事を論文にし

問利用研究所で、ある東京大学物性研究所で仕事をさせてもらった。 てくれないA先生、毎回金曜日の午後から日曜日まで実験するB先

毎年4回ほどの出張が認められ、上京するたびに、先輩がいた九州 生、殆ど自分では手を出さず、

大学応用力学研究所で1日装置を借り、自分の出身大学である大阪 口で実験を指示する仁先生、来

大学で1日、物性研究所で1週間、また帰りに大阪大学、九州大学に寄 所するたびに使用する装置を

って帰った。1回の上京で1回の学会発表の種を作ることができた。そ 必ず故障させるD先生、毎年の

の後移った北海道大学工学部の所属した講座では、中性子照射材 最初の来所時の教育のときだ

料の研究が行われていた。北海道大学にもRI施設があったが、その け私のととろに顔をだすが、そ

中に必要な実験装置がなく、東北大学金属材料研究所附属材料試 の後は何時来所して何時帰つ

験炉利用施設、現量子エネルギー材料科学園際研究センター（大 たのか不明のE先生・・・、皆さ

洗）で実験を行った。旅費を節約するために、学生と一緒に室蘭と苫 ん個性豊かである。私の定年

小牧から交互に出港しているフェリーで大洗港まで20時聞かけて行 後も来所するならば、所内連絡

志施設では2人が組んで24時間体制で実験を2週間連続で行った。 者に迷惑をかけないように願
『 2012年夏共同利用研究者に無理に誘われ

最盛期は年間10田近く行ったものである。当時の論文は殆ど大洗で つものである。 た北アルプスにて

原子炉実験所での
研究生活を振り返って
原子力基礎工学研究部門
同位体製造管理工学研究分野・柴田誠一教授

私が初めて原子炉実験所に足を踏み入れたのは1970年の乙と

で、ライナックを用いた臼Fe(y ,n)53Fe→53Mn反応（53Feは8.5分の半
減期で。＋壊変し53Mnになる）による53Mn製造の共同利用実験の時

でした。丁度大阪万博が開催されていた暑い夏の盛りで、重い鉛の

着任以前、以後を通して私の研究内容を一貫して表わしているもの

です。

着任以前は、加速器を利用した研究が多かったのですが、着任後

は原子炉を利用した研究も始めました。その一つが、マルチトレーサ

の調製とその応用に関する研究です。乙れはかつて大気圏内核実験

で放出され“死の灰Mと恐れられた核分裂生成物を有効利用するため

の基礎研究です。ホットラボでの雑談中にとの実験に関し，思わぬヒ

ントを得て、またよき協力者に恵まれて調製法を確立でき、応用研究

も行っています。

私は長崎原爆の被爆二世の 人です。長崎で今でも原爆由来の

プルトニウムが観測されている西山水源地は、私が小学生の頃は毎

コンテナを持って汗だくで、万博会場を見物して熊取に向かったとと 年、春のつつじが美しく咲きほこった時期に遠足で行って、遊びまわ

を覚えています。それから二十数年を経て1996年に、今度は実験所 っていたと乙ろです。専門として放射化学を志した時から漠然と広

の職員として入所しました。着任早々、ホットラボの片付け作業に実 島、長崎の原爆に関連した研究で自分に何かできるととはないだろ

験設備管理部員として参加したのが最初の仕事でした。 うかと思っていましたが、実験所に着任後、広島原爆により生成した

着任した年の秋、所のバドミントン大会で実験設備チームは優勝 目Niの定量に成功したととで、原爆中性子線量再評価の研究に多少

しましたが、私も誘われて、3組のダブルスで構成されたチームのメ なりとも貢献できたのではなし、かと思っています。

ンバーの一人として出場しました。バドミントンは全くやったととが あと数カ月で十数年に及んだ単身赴任生活にピリオドを打つこと

なかったのですが、ソフトボール、バレーボールは以前からよくやっ

ていましたので、何とかなるだろうと思ってぶっつけ本番で臨みまし

た。その結果、私のぺアは見事全敗、にもかかわらずチムとしては

優勝、という乙とは、あとの2組のぺアは全勝だったのです。次にとの

ような機会があれば汚名挽回をと内心思っていたのですが、残念

（？）ながら、それ以来その機会が訪れるととはありませんでした。

実験所に着任してまもなく、京都大学創立百周年に関連して、 μ京

都大学工学部”という本が三田出版会から出版されるととになり、私

も物質エネルギー化学専攻の協力講座の一員として寄稿しました。

そ乙に記載した私の研究のヲイトルは、「放射性同位体の生成とその

利用から天然における核現象の解明へ」です。乙のヲイトルは実験所
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ができるところまで何と

かとぎつけました。皆様

にはいろいろとお世話に

なり有難うございまし

た。もう少しの聞とれま

でと同様にお付き合い

をお願い致します。

2011年6月に福島原発の事故を受けて、文科省の放射
線量等分布干yプの作成のため、福島での土壇鷹取に
参加した時のもの（福島県三本松市岳温泉にて）
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平成25年度共同利用研究の公募を行っております。

1世臨界集合体実験装置共同利用研究
提出締切日・平成25年1月8日（火）必着

公募要項・申請書は下記URLからダウン口 ドしてご利用ください。
(http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/JRS/kobo/kobo.htm) 

圃公募に関する照会先
京都大学原子炉実験所総務課共同利用掛
TEL:072 451 2312 FAX:072 451 2600 
Eメールアドレス kyodo2312@rri.ky0to u.ac.jp 

. .，喝「 、宇田 t ' " .• ~ 

陸連凶日伝説市議ヨ詞訪日：~－＝f"~.....－－

第47回学術講演会を下記の要領で開催いたします。今回も
各研究本部で行われた研究のトピックス講演、プロジェク卜研
究と共同利用研究の成果発表を行います。

。開催日時：平成25年1月29日（火）10:00～18:00 
1月30日（7)<)10:00～16:CD • 

げログラム編成の都合で開催時聞に若干の変更がある古も知れません） .. 

0開催場所京都大学原子炉実験所事務棟会議室旧頭発表）
同 図書棟会議室（ポス告発表）

講演申し込み等、詳細については、実験所ホームページをご覧ください。
( http:/ /www.rri.kyoto-u.acj p/pr/event_intro/e_sci_lecture) 

マ ，，，→ ’ ・‘ 、 . ι ー ’一一η

随
汗
監
事
訪
原
子
炉

三
木
賢
二

陽
酷
白
書
掛
川
熊
取
秋

通
関
金
坂
互
龍
様

相

丞

朗

読

炉

安

定

都

替

熱

談

炉

謄

閥

陽
酷
（
き
び
）
シ
ク
暑
サ
残
レ
ル
熊
取
ノ
秋
、

関
ヲ
通
リ
坂
ヲ
登
ラ
バ
龍
楼
（
り
？
つ
ろ
う
）
二
至
ル
。

相
丞
閑
（
し
ず
か
）
二
説
ク
炉
ノ
安
定
、

都
督
熱
（
あ
つ
）
ク
談
ズ
炉
ノ
贈
鯛
（
せ
ん
し
？
っ
）
。

〈
意
味
〉

陽
射
し
が
酷
し
く
暑
さ
が
残
る
熊
取
の
初
秋
、

訪
れ
た
実
験
所
の
玄
関
を
通
り
坂
道
を
登
る
と

龍
（
原
モ
炉
）
の
い
る
建
物
に
至
る
。

い
ろ
い
ろ
説
明
を
受
け
た
が
、
丞
相
（
所
長
）
は
聞
か
に
原

子
炉
の
安
心
安
全
を
説
き
、

都
督
（
第
一
線
研
究
の
先
生
）
は
熱
っ
ぽ
く
原
子
炉
か
ら
の

鯛
賂
（
め
ぐ
み
）
を
談
じ
た
。

作
者
の
三
木
賢
二
氏
は
昭
和
四
十
六
年
に
京
大
法
学
部
を

卒
業
後
、
長
年
民
間
企
業
に
勤
務
さ
れ
た
ま
し
た
。
ご
定
年

後
は
、
民
間
企
業
で
の
経
験
を
生
か
し
て
京
大
事
務
部
監

査
室
に
て
ご
活
躍
中
で
す
。

A
5
K本
号
の
特
集
記
事
を

執
筆
さ
れ
た
小
野
教
授
と
は
香
川

県
立
丸
亀
高
校
の
同
級
生
で
も
あ

り
、
今
回
特
別
に
原
子
炉
を
訪
問
さ

れ
た
と
き
の
感
想
を
漢
詩
に
託
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

なのでこれからの研究を一生懸命やっていきたい」で、す。まさ

に第1線の研究者の言葉でした。その山中教授がとれからの
目標の1つとして挙げていたのが、iPS細胞の実際の医学へ

の応用だったと思います。ひるがえって原子炉実験所を見る

と、今回の特集記事にもありますように、BNCTの治療への適
用が本格的に始まりつつあります。まさに、とれまでの基礎的

な研究の成果が実用へと向かい始めたと言えます。熊取発の
BNσがストックホルムまで、届かないまで、も多くの人々 の命の
救い手となる日が来ることを思わずにはいられません。

杉山正明
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直E
編集後記に何を書ζうかと迷っている時、京都大学の山中

伸弥教授のノーベル医学・生理学賞の受賞式が華々しくス
トックホルムで、開催されてる場面をれ／で自にしました。山中

教授の人間性のせいか、その言葉は含蓄があるものが多いと

思うのは私だけではないような気がします。個人的に特に感

銘を受けた言葉は受賞式直後の「とれからはとのノーベル賞

は私にとって過去形になりますので、とれからの研究が大切

匝面

~ 

画面面画

次号以降のi!布を希望される方は、総務鍋
までご連絡ください。

ご意見、ご感想をお待ちしていま9o
広報誌「アトムサイエンスくまとり」に対するご意見、ご感
想をお待ちしています。手紙、FAX、Eメ ルでお寄せくだ
さい。また、本誌の原稿執筆や取材などにご協力いただ
ける方を求めています。総務掛までご連絡くだ古い。

京都大学原子炉実験所総務課総務掛
干590-0494大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目
TEL.072-451 2310 
FAX.072-451 2600 
Eメールアドレスsoumu2@rri.ky0tou.ac.jp 
ホームページhttp://www.rri.kyot仔u.ac.jp/

．本誌の一部または全部を無断で績写、複製、転載するととは
法律で定められた場合を除き、著作権の侵害となります。




